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外国人住民における健康課題の文献レビュー
資料
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概　要
　日本における外国人住民が抱える健康課題とその関連要因を文献（書籍 19 冊，論文 189 件）によ
り包括的に検討した．書籍は外国人住民の実際の生活状況をより具体的に反映していると思われた．
しかし，保健医療に関するカテゴリー（健康課題に関係する要因の種類）の内容は，書籍と論文とで
類似した．外国人住民の健康課題に影響する要因は「言葉が通じないこと」「周囲とのつながりに乏
しいこと」「労働条件が厳しいこと」の 3 つに大別された．ただし，外国人住民は，その国籍，在留
資格，職業形態，生活環境などにより健康課題に影響する要因が異なると考えられた．
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１．はじめに
2013 年 6 月末の日本における外国人住民数は，

204 万 9,123 人であり，総人口の 1.6% にあたる 1）．
外国人住民数は，リーマンショックと東日本大震
災の影響で 2009 年以降減少していたが，2013 年
には再び増加している 1）．外国人受け入れに関す
る問題は様々にあり，外国人住民が集住する大都
市や製造業などが盛んな地域で先進的取り組みが
行われている 2）．しかし，日本の人口減少とグロー
バル化による人の国際移動が進むこと等から，外
国人住民に関わる課題は近い将来に全国の地方自
治体に広がることが予想されている 2）．総務省は，
外国人住民に関わる課題のなかでも医療の問題は
深刻として，主に医療保険と医療通訳に関して言
及し，保健の面でも同様の課題があるとしてい
る 2）．外国人住民の健康課題とその関連要因を検
討するにあたり国内の研究を概観すると，いずれ
かの領域に限定した文献検討はいくつかある 3-7）．
しかし，これまでに蓄積された調査研究結果から
外国人住民の健康課題とその関連要因を包括的に
検討したものは見当たらなかった．

外国人住民に対する調査は，一般住民に対する
通常の調査とは異なり，調査対象や調査方法の選
定などで様々な困難を伴うことが予想される．し
たがって，学術的とされる研究においても調査結
果には様々な限界があると思われる．しかし，そ
のような状況においても既存の研究成果をまとめ
ておくことは，今後の研究の方向性を知る上で意
義があると考える．本研究の目的は外国人住民の

抱える健康課題とその関連要因を文献により包括
的に検討し，これまでに得られている知見を整理
し，今後の研究課題を明らかにすることである．

２．方法
２．１　用語の定義

（１）「外国人住民」
日本で暮らす外国人の総称は，在日外国人，滞

日外国人，在留外国人など様々である 1,5）．日本
に住んでいることを重視するために，総務省の「多
文化共生の推進に関する研究会」における「外国
人住民」という総称を用いた．その定義は，住民
基本台帳法（1967）に定められている「日本の
国籍を有しない中長期在留者で市町村の区域内に
住所を有するもの」である．

（２）「健康課題」
健康課題という単語の定義は見当たらなかっ

た．
世界保健機関（WHO）は，健康を「Health is 

a state of complete physical, mental and social 
well-being and not merely the absence of 
disease or infirmity.」と定義している 8）．保健医
療の観点から健康に影響を与える要因を検討対象
とするため，健康課題を「個人もしくは集団の身
体，精神，社会的健康の一つ以上に対して解決し
なければならない問題」と定義した．

２．２　文献レビューのプロセス
外国人住民が抱える健康課題とその関連要因を
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包括的に検討するために，対象文献は書籍と論文
の両方とした．

書籍の検索には，インターネット書籍検索サイ
ト Amazon（http://www.amazon.co.jp/） を 用
いて，2013年3月末までキーワード検索を行った．
タイトルに「外国人」「日本」「支援」を含む書籍
を検索し，該当した 74 冊のうち，入手不可能な
書籍 4 冊は対象書籍から除いた．外国人住民の課
題に言及していない語学検定の参考書および小説
51 冊も除外した．最終的に，19 冊 9-27）の書籍を
検討対象とした．

検討対象となった書籍 19 冊を，日本十進分類
法（NDC）9 版 の 3 次区分表 28）を参考に分類し，
傾向を調べた．その後，この19冊を繰り返し読み，
外国人住民が抱える健康課題に関係する個々の要
因をコードとして取り出した．そして，類似する
コードをグループにまとめあげ，一つの小カテゴ
リー（健康課題に関係する要因の種類）とした．
この作業を繰り返すことで，健康課題に関する小
カテゴリーを複数抽出していった．抽出した複数
の小カテゴリーから，類似する小カテゴリーを更
にグループにまとめあげ，大カテゴリー（健康課
題に関係する要因の種類の大きな区分）とした．

論文の検索には，医学文献情報データベースの
医中誌 Web（Ver.5）を用いた（検索日時 2013
年 10 月 8 日）．外国人住民の保健医療福祉に関
する論文には，原著論文以外の数多くの事例や実
践活動の報告などがある．これらを除外すると本
研究の目的を達成できないと考え，会議録以外の
論文は全て検討対象とした．論文言語および出版
年を制限せず，「会議録除く」のみを条件とした
キーワード検索を行った．検索式は「外国人 and

（在日 or 滞在）and 健康」とした．該当した 162
件のうち，外国人住民の課題に言及していない症
例報告 3 件を除いた 159 件に，それらの引用文
献をもとにさらに 30 件を加えた 189 件を検討対
象とした．

検討対象となった論文 189 件の年次推移と研究
領域の傾向，研究領域別の研究内容の動向を調べ
た．その後，この 189 件から，論文の種類に関
わらず，「引用文献の偏り・乏しさが著しくない
こと」「サンプリング方法の妥当性」「具体的事実
の記載があること」を条件としてさらに絞り込み，
論文相互の比較と対比およびカテゴリー抽出の検
討対象とした．ただし，外国人住民を対象とする
調査はサンプリングによる偏りが生じやすいた
め，研究の限界にこの点を記載してある論文は除

外しなかった．最終的に 74 件 29-102）を論文相互の
比較と対比およびカテゴリー抽出の検討対象とし
た．この 74 件の論文中の背景，目的，研究対象，
研究方法，結果，考察の内容をそれぞれ要約し，
Microsoft Excel 2010 を用いて要約表を作成し
た．この要約表をもとに論文相互の比較と対比を
行い，類似点と相違点を調べた．カテゴリー抽出
のために，この 74 件の論文中の結果と考察を繰
り返し読み，書籍の場合と同様に外国人住民の抱
える健康課題に関係する個々の要因をコードとし
て取り出した．そして，研究領域別に類似するコー
ドをグループにまとめあげ，一つのカテゴリーと
した．この作業を繰り返すことで，健康課題に関
するカテゴリーを複数抽出していった．

最後に，文献（書籍と論文）から得られたあら
ゆる情報を加味しながら，すべての研究領域のカ
テゴリーを論理的に配列し , ストーリーを作成し
た．

３．結果
３．１　書籍の分析：分類

検討対象となった書籍 19 冊の分類は，社会科
学 17 冊 9-25）と歴史 2 冊 26,27）であった．社会科学
17 冊の内訳は，社会福祉 6 冊 9-14），社会病理 4
冊 15-18），生活・消費者問題 19）・労働問題 20）・社
会教育 21）・労働経済 22）・法律 23）・民族史 24）・社
会学 25）各 1 冊であった．

３．２　�書籍の分析：内容から抽出されたカテゴ
リー

書籍の内容から抽出された小カテゴリーと大カ
テゴリーを表 1 に示す． 

以下に，保健医療に関わる要因の詳細を示す．
（１）宗教と文化

日本において少数派民族が自国での生活様式つ
まり「あたりまえ」を実践することに起因してい
た 16）．フィリピン人の週末の礼拝の継続 10），イ
スラム教徒の礼拝やハラールの継続 16）などが例
としてあげられていた．

（２）地域でのつながりと情報収集
外国人住民が自国民同士で集住する場合，同地

区の日本人コミュニティとの友好的関係の構築や
情報の共有に支障をきたすことがあった 16,18）．例
として，ゴミの捨て方 10），災害時の対応 11），市
区町村役所の窓口の利用 16），地域行事への参
加 18）があげられていた．
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（３）日本語の習得と親子の共通言語
外国人住民とその子どもとでは，日本語の習得

速度に差があるため，親子間の意思疎通の困難や
価値観の違いが発生し葛藤が起きていた 9）．

（４）�ドメスティックバイオレンス（以下 DV と
する）と児童虐待

在留資格が「日本人の配偶者」である女性への
DV は，通常の暴力に加え，在留資格を脅かされ
るなど，その不安定な法的地位を利用した特有の
暴力が加わっていた 9）．彼女らは在留資格のため
に DV を我慢し，離婚に至らないとされる 10）．
そして，彼女らの連れ子に対する性的虐待も起き
ていた 12）．さらに，ストレスフルな環境から，
彼女たち自身がわが子に暴力を振るう例もあっ
た 10）．故意の虐待に加え，義務教育中の労働など，
文化的理解の違いから日本では虐待と捉えられる
行為もあった 9）．

（５）メンタルヘルス
難民や戦争体験 14），年齢による適応の差，望

まない移住，家族からの別離，移住に伴う地位の
低下，言葉が通じないことなどが影響する 9）と
されていた．うつ病，統合失調症，アルコール依
存症，心理的外傷後ストレス障害などの罹患に発
展することがあるとされていた 9）．しかし，文化

的理解の違いから，本人や家族が病と判断しない，
そもそも「抑うつ状態」などといった言葉がない
民族もあった 9）．

（６）労働衛生
外国人労働者の労働災害は，社会的制度や法的

地位との密接な関連性があった 9,14）．また，上司
が外国人労働者に労災を適応したがらなかった
ケースも報告されており 14），差別的な側面もあっ
た．

（７）受診とその継続の困難
医療費未払いを懸念し，予め確認した支払い可

能額に応じた治療のみ行う医療機関 12）や，外国
人患者の受診を回避したがる医療機関 9）があっ
た．医療費の支払いと医療保険加入との関係が多
く記載されていた．あえて，金銭的な理由から健
康保険への未加入を選択する出稼ぎ労働者もい
た 22）．他に，医療通訳の圧倒的不足が指摘され
ていた 14）．医療職者との情報のやりとりが正確
に行えず，治療選択や文化に配慮した治療・ケア
を妨げていた 9）．

３. ３　�論文の分析：論文数の年次推移と研究領
域の傾向

検討対象となった 189 件について，論文数の年

表 1 書籍の内容から抽出されたカテゴリー 

大カテゴリー 小カテゴリー 

社会的要因 国際結婚と子どもの国籍 9,19,23,24)

難民や高齢化といった受け入れ側に起因しない問題 9,17)

法的制度および偏見からの差別的扱い 25,26)

  災害時の対応 11,13)

経済的要因 医療保険への加入の有無 14,22,27)

研修・技能実習生の不正利用 10,16)

女性労働者の人身売買 11)

就労差別と劣悪な労働条件による生活基盤の不安定さ 15,20)

  不況 14,16)

教育的要因 就学機会の不平等と学歴格差 20,21)

  母国語能力も日本語能力も勉学に不十分 10,17)

保健医療に 宗教と文化 10,11,16)

関わる要因 地域でのつながりと情報収集 10,11,16,18)

日本語の習得と親子の共通言語 9)

ドメスティックバイオレンスと児童虐待 9,10,12)

メンタルヘルス 9,14)

労働衛生 9,14)

  受診とその継続の困難 9,12,14,22)

表１　書籍の内容から抽出されたカテゴリー
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次推移を図 1 に示す．先行研究 7）を参考に 6 つ
の研究領域に分けたところ，各分野全体にわたる
地域保健活動 58 件，母子保健 38 件，メンタル
ヘルス 40 件，学校保健 18 件，産業保健 18 件，
感染症に対する対応 17 件であった．

３．４　論文の分析：研究領域別の研究内容の動向
（１）地域保健活動

1998 年，大森ら 47）により，主に長野県で活動
す る NGO（ 非 政 府 組 織：Non-Governmental 
Organization）の無料医療相談の実績から，外国
人住民には肥満や高血圧などが多く見受けられる
こと，国籍に関わらず食事に関する相談が最も多
いことが報告された．その後，2003 年頃～ 2010
年頃に外国人住民の国籍ごとの生活実態調査、主
に食習慣についての調査が行われた．最近では，
呉ら 29）により，蓄積された NGO の活動記録から
国籍ごとの特徴が着目されていた．さらに，橋本
ら 30）は，自治体に外国人住民への保健活動を実態
調査し，外国人住民の実態調査結果も踏まえたう
えで，必要な保健活動について具体的に提言した．

（２）母子保健
1990 年代までは実践活動の報告が多くを占め

るが，外国人母子の実態調査も行われていた．
2003 年に，橋爪ら 103）により，外国人女性の精神
疾患発症と周産期・育児期の異文化間葛藤による
ストレスとの関係性について事例検討が発表され
た．その後，外国人母親の周産期と育児における
文化間葛藤に着目した質的・量的な実態調査が増
加していた．最近では，植村ら 51）により，属性

の似通った対象による，外国人母親の実態とニー
ズの把握が行われていた．

（３）メンタルヘルス
1990 年代後半までは特集が多くを占めていた．

1999 年に，平野 84）による在日フィリピン人出稼
ぎ労働者への調査より，精神的健康と私的支援
ネットワークの関係性が指摘された．さらに
2009 年，文ら 73）による在日コリアン高齢者の実
態調査と鵜川ら 70）による難民への実態調査より，
福祉サービスに着目したメンタルヘルスサポート
の必要性が言及されるようになった．

（４）学校保健
今回入手した論文のうち，最も古いものが学校

保健であった．留学生についての論文のほとんど
は，中国人留学生の精神的健康度の調査であった．
外国籍の児童に関して，佐藤ら 90）によれば，外
国人学校には学校保健安全法上の定期健康診断が
適用されない場合があり，外国人学校での歯科検
診や健康診断の開催を通した実態調査がなされて
いた．また宮原ら 88）は，わが子との使用言語の
違いから，性教育に悩む外国人母親の存在を報告
していた．

（５）産業保健
今回入手した論文のうち，外国人労働者の労働

実態および労働衛生を調査・報告した論文は見当
たらなかった．しかし，地域保健活動，精神保健
として分類した論文に外国人労働者を対象とした
調査があり，勤務形態・人間関係によるストレス
が取り上げられていた 39,43）． 

（６）感染症に対する対応
結核・HIV/AIDS（ヒト免疫不全ウィルスおよび後

天性免疫不全症候群：Human Immunodeficiency 
Virus/Acquired Immunodeficiency Syndrome）
の調査が継続して行われていた 98-102）．

３．５　�論文の分析：カテゴリー抽出の検討対象
となった論文の種類

外国人住民の健康課題に関する論文全 189 件の
うち，カテゴリー抽出の検討対象となった論文は
74 件であり，その内訳は，地域保健活動 58 件中
22 件 29-50），母子保健 38 件中 17 件 51-67），メンタ
ルヘルス 40 件中 19 件 68-86），学校保健 18 件中 7
件 87-93），産業保健 18 件中 1 件 94），感染症に対す
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る対応 17 件中 8 件 95-102）であった．産業保健は
18 件（原著論文 1 件，特集 12 件，座談会 1 件，
解説 4 件）のうち絞込みの条件に該当した論文が
1 件のみであった．

74 件 の 研 究 対 象 は， 外 国 人 住 民 45
件 31,33,35,37-39,43,44,46,48,49,51-53,55,58,60,66,68-78,80-94,102），保健師 3
件 30,54,57），診療記録 8 件 36,45,95-98,100,101），活動報告
10 件 29,34,40,41,47,62-65,67）など多岐にわたった．外国人
住民を対象とした調査研究における対象国籍 ･ 地
域の内訳は，ブラジル 14 件 31,37,39,43,51,69,76,80,82,83,86-88,90），
中国 5 件 52,53,77,89,92），韓国・朝鮮 5 件 68,72-74,102），フィ
リピン 4 件 48,58,84,94），カンボジア 3 件 35,38,71），ベト
ナム 1 件 70），クルド 1 件 75）, 国籍 ･ 地域に制限
のないもの 12 件 33,44,46,49,55,60,66,78,81,85,91,93）であった．
国籍・地域に制限のないものは，在留資格別や性
別ごとの調査研究などであった．

３．６　論文の分析：論文相互の類似点と相違点
要約表をもとに論文相互の比較と対比を行った

（要約表は紙面の都合で掲載していない）．結果は
以下の通りである．

（１）保健医療の利用やアクセス
大森ら 47）による無料医療相談会での調査にお

いて，超過滞在と医療保険への未加入が受診行動
に影響するとされ，通報への恐れと経済的問題が
受診困難につながっていた．しかし，平野 94）に
よる教会利用者の調査において，受診行動に影響
するのは情緒的社会的ネットワークだとしてい
た．このように，外国人住民が受診困難となる要
因は調査により異なる結果が得られていた．この
ことから，外国人住民の受診困難に対して，医療
保険への加入増加はもちろんのこと，医療関連情
報の格差是正が必要であることがわかった．他に，
外国人母親に関して，市町村窓口での意思疎通困
難や，交通手段がないことによる各事業への自力
での参加不可能がとりあげられていた 54,57）．外国
人住民の理解内容の確認や，ニーズの把握不
足 99）への対処が必要とされていた．

（２）外国人母親と周囲とのつながり
植村ら 51）は，外国人母親は身内とのつながり

が強く，友人や近所との日常的な付き合いはあま
りないとした．そして，川崎ら 52）は，地域にお
ける中国人母親の孤立を述べていた．さらに磯野
ら60）は，外国人母親は予防接種の情報収集として，
口コミはほとんどないとした．しかし，橋本
ら 55）は，外国人母親は周産期・育児期において，

友人や近所の人へ助けを求めていたと述べてい
た．加えて鶴岡ら 58）は，外国人母親における妊娠・
出産・育児に伴う二国間文化のジレンマへの対処
法として，日本人の知人への相談があったと述べ
ていた．このように，外国人母親と周囲とのつな
がりに関して，調査により結果の違いがあった．
このことから，外国人母親は地域で孤立しやすい
傾向がある一方，得たい情報や支援に合わせて手
段を選択できているとも考えられた．地域におけ
る外国人母親と日本人母親との交流を必要視する
報告 63）もあり，医療従事者による地域の連携促
進は不可欠 58）とされていた．

（３）ブラジル人労働者の食生活
長沼ら 43）は，ファストフードやコンビニエン

スストアの利用，長時間労働により食生活が不規
則だとしていた．しかし，芝崎ら 39）は , インス
タント食品はほとんど食べず，食生活は規則的だ
としていた．このように，ブラジル人労働者の食
生活に関して，結果の相違がみられた．この 2 件
の研究対象は背景が異なっていた．長沼ら 43）の
対象は日系人，かつ，雇用条件に時間外労働があ
る労働者であった．芝崎ら 39）の対象は日系でな
いブラジル人がおり，主婦も含まれていた．ブラ
ジル人労働者の食生活について，個別背景・勤務
形態・家族構成を合わせて検討することが実態把
握につながっていた．

（４）外国人住民のメンタルヘルス
出稼ぎ労働者である日系ブラジル人と，それに

付随して来日した家族のメンタルヘルスに影響す
るものは，自ら望んで来日したのか，家族等に付
随しての望まない来日なのか，労働条件と労働環
境，来日前後の社会的地位の変化，帰国の目処，
若年層の自我同一性とされていた 69,76,80,82,83）．平
野 84）は，多くが母国に家族を残して来日するア
ジア出身の出稼ぎ労働者に着目し，フィリピン人
出稼ぎ労働者のメンタルヘルスに母国および日本
の配偶者家族との関係とサポート，仕送りに伴う
経済的問題が影響するとしていた．家族単位で移
住する日系ブラジル人の出稼ぎ労働者と，家族を
母国に残し来日するアジア出身者のどちらも，メ
ンタルヘルスに関係する要因に家族の影響があっ
た．もともと難民として来日した後に定住化した
カンボジア人やベトナム人においても，精神疾患
は家族の問題であり，対処行動は家族での話し合
いや，家族と向き合うこととされていた 70,71）．し
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かし，文ら 74）によれば，高齢化が進む在日コリ
アン一世は，福祉制度の受給の程度，日常生活動
作・生活の質の低下の程度，社会とのつながり，
生きがいの有無がメンタルヘルスに影響するとさ
れていた．このように，外国人住民は背景が異な
る者の集団であり，メンタルヘルスに関係する要
因には類似する点も相違する点も混在していた．

（５）感染症に対する対応
感染症に対する対応のなかで，結核と HIV/

AIDS の治療における治療継続の困難が共通して
見出された 97-100）．その要因に外国人住民の超過
滞在，帰国，経済的困難さ，日本人の医療従事者
との関係性があげられていた 101,102）．

３. ７　�論文の分析：研究領域別に抽出されたカ
テゴリー

研究領域別のカテゴリーを表2に示す．ただし，

産業保健は検討対象が 1 件のみであったため，対
象から除外した．研究領域別のカテゴリーは各 6
～ 8 個となった． 

３．８　�文献（書籍と論文）から得られたストー
リー

文献（書籍と論文）から得られたあらゆる情報
を加味して得られたストーリーは以下の通りであ
る．

外国人住民は，「教育・社会制度の恩恵を受け
にくく」市民権も獲得できていない．「厳しい労
働条件・労働環境と不安定な生活基盤」であり，「生
活習慣を整えにくい」．一部は「HIV/AIDS と結
核のハイリスクグループ」でもあり，「身体的健
康を維持しにくい」状況にある．「保健医療に関
する知識に関心」はあるものの，「日本語の学習
機会に乏しく」「言葉が通じない」ため，情報格
差が起きている．「保健医療職者との意思疎通困

表 2 論文の研究領域と抽出されたカテゴリー 

研究領域 カテゴリー 

地域保健活動 厳しい労働条件 34,41,46)

生活習慣を整えにくい環境 29,36,37,39,43,47,49)

身体に異変を感じても受診が困難 33,45,48)

感染症のリスクが高いこと 32,50)

精神的社会的つながりの確保 42,48)

妊娠・出産・子育てにおける文化的葛藤 30,38,44)

医療通訳の不足 31,35,40,50)

  医療情報の多言語化が十分でないこと 31,35,40,49,50) 

母子保健 身内以外とのつながり不足による孤立・情報格差 51,55,58,59,63,66)

厳しい労働条件の心身への負担 51,59,62,63,66)

経済面精神面への身内の強い影響力 51,58,59,63,66)

母子保健システムを利用しにくいこと 54,55,57,60)

文化・習慣への戸惑い 52,55,58,67) 

  保健医療職者との意思疎通が困難 53,55,56,61,64,65)

メンタルヘルス 厳しい労働条件による不安定な生活基盤 69,75,79)

異文化への適応を余儀なくされる 76,78,82,83)

日本語の学習機会の不足による上達の遅延 70,85,86)

教育・社会制度の恩恵を受けにくいこと 70,75,79)

身体的健康の低下 77,80)

社会・家族とのつながりとサポート 68,70-74,81,84) 

  将来の見通しが立たないこと 80,82) 

学校保健 情報格差による保健サービスへの到達困難 88,89,91,92)

小児肥満・やせ 87,90,93) 

う歯 87,90,93)

異文化への精神的ストレス 89,92)

勉強と進学への不安 89,92)

  家族・友人との情緒的つながり 88,89,92)

感染症に対する対応 HIV/AIDS と結核のリスクが高いこと 95-102)

アジア出身のニューカマー95-102)

超過滞在 95-102)

受診の遅れ 95-102)

保健医療に関する知識の収集困難 95-102)

治療の継続困難 95-102)

医療職者との意思疎通困難 95-102)

  医療費の支払い困難 95-102)

表２　論文の研究領域と抽出されたカテゴリー 
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難」「医療費の支払い困難」「超過滞在」など様々
な要因から「受診の遅れ」「治療の継続困難」に
つながりやすい．「異国のシステムへの適応を余
儀なく」されており，特に「母子保健医療システ
ムへのニーズが満たされにくい」状況にある．加
えて外国人児童は社会制度と親の日本語能力から

「保健サービスの恩恵を受けにくく」，「小児肥満・
やせ、う歯」がみられている．外国人住民は在留
資格に関わらず「異文化適応」へのストレスを感
じており，特に「妊娠・出産・子育てにおける文
化的葛藤」が目立つ．そして，外国人住民のメン
タルヘルスには「社会・家族とのつながりとサポー
トの有無」が影響している．

４．考察
４．１　本研究の強みと限界

本研究の強みは，書籍と論文を合わせて検討す
ることで，外国人住民の健康課題とその関連要因
を包括的に検討したことである．検討の結果，外
国人住民の抱える健康課題とその関連要因は生活
全般に渡り，かつ，その要因同士が密接に関連し
合っていることが明らかとなった．本研究の限界
は，使用したデータベースが 1 種類であったため
に，これに搭載されていない論文を見落としてい
る点である．さらに，検索に用いたキーワードの
妥当性にも限界があった．会議録を検討対象から
除いているので，最新の健康課題や逸話的なテー
マを見落としている可能性もある．以上を踏まえ
て考察する．

４．２　外国人住民の人口動態と論文の年次推移
図 1 より，外国人住民の保健医療福祉に関する

論文数は 1980 年代後半以降，増減を繰り返しな
がら 2010 年まで増加傾向にあった．日本では
1980 年代後半以降に，東南アジア，南米出身の
外国人人口が急増した 5）．外国人住民の健康課題
に関する論文数の増加はその人口動態と一致す
る．

総務省が 2006 年に発表した「地域における多
文化共生推進プラン」では保健医療福祉の具体的
な施策として，保健医療における多言語対応，医
療通訳システムの構築，健康診断や健康相談の実
施，母子保健および保育，高齢者・障害者への対
応を示している．年次推移を調べるために検討し
た 189 件の研究領域の内訳のうち，7 割が地域保
健活動，母子保健，メンタルヘルスであった．こ
の 3 つの研究領域の内容は，自治体の保健活動，

医療通訳，健康診断，健康相談，生活習慣の実態，
精神障害の発生，在日コリアン高齢者の調査であ
る．外国人住民の健康課題の増加やニーズの高ま
りが，研究の動向に反映されていると考えられた．

４．３　書籍と論文との内容の相違
論文は，外国人住民の保健医療福祉に関する調

査研究を通じて，外国人住民の健康課題に関係す
る要因の一つとして，市民権や教育といった日本
の制度へ言及していた．しかし，書籍は法律や制
度に加えて，日本人の差別的意識にも言及してい
た．特に，外国人住民に起因しないもの，すなわ
ち，就労差別や偏見といった日本社会における外
国人住民の受け入れ方への言及が多かった．今後，
外国人住民が抱える健康課題の研究において，差
別的意識へのアプローチ，マイノリティへの配慮，
という視点が必要になると思われた．

４．４　外国人住民の健康に影響を与えるもの
外国人住民の抱える健康課題の関係を整理し図

2 に示す．日本の制度がすべての健康課題に影響
しうるという前提のうえで , 外国人住民が抱える
健康課題に影響を与える要因は大きく「労働条件」

「言葉」「つながり」の 3 つに大別された．そして，
その影響を強く受けるのは「母子の健康」「メン
タルヘルス」「受診」「感染症に対する対応」となっ
た．

労働条件

生活習慣

感染症に対する
対応

言葉

ｔ

つながり

異文化間
葛藤

生活基盤 情報収集

メンタルヘルス

社会制度

日本語の学習機会

受診

社会や家族との
関係構築

母子の健康

意思疎通

サポート獲得

医療費の
支払い

在留許可

医療通訳

保健システム市民権

法律

図 2 外国人住民の抱える健康課題の関係
図２　外国人住民の抱える健康課題の関係
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４．５　外国人住民の多様性
研究領域別にみた研究内容の動向から，国籍，

在留資格，職業形態，生活環境など個別背景に着
目した研究が求められてきていると考えられた．
加えて，これまでの研究結果の比較と対比より，
外国人住民の健康課題とその関連要因は彼らの個
別背景により異なると考えられた．総務省の「地
域における多文化共生推進プラン」では，地域に
おける多文化共生施策の指針等において，地域の
特性，住民の理解，外国人住民の実情・ニーズな
どを踏まえ，地域に必要な多文化共生施策の基本
的な考え方を明確に示すこととされている．外国
人住民を一概に日本人以外と捉えずに，個別性に
着目することが，外国人住民の健康ニーズに沿っ
たアプローチには必要だと考えられた．

５．結論
日本における外国人住民の健康課題に影響する

要因は，以下のように整理された．
１．言葉が通じないこと
２．周囲とのつながりに乏しいこと
３．労働条件が厳しいこと
ただし，外国人住民はその国籍，在留資格，職

業形態，生活環境などにより健康課題に影響する
要因が異なると考えられた．
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Literature Review on Health Issues of Foreign Residents in Japan

Tomoyo NAKASHIMA，Syuichi OOKI

Abstract
　Literatures （19 books and 189 papers） were reviewed comprehensively to know the health 
issues, and factors that influence health issues, of the foreign residents in Japan. Books particularly 
reflected the real situation of foreign residents’ life. However, the categories （factors that influence 
health issues） related to health and medical issues were similar to those of papers. Factors that 
influence the health issues of the foreign residents were mainly classified as “language barrier”, 
“luck of communication with others” and “severe working conditions.” Factors that influence the 
health issues of foreign residents would be different according to the nationality, resident status, 
types of employment, living conditions and so forth.

Keywords　literature review, health issues, influencing factors, foreign residents, Japan


